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 開発環境機能の強化

 .NET Core 3.1 を正式サポート

 パッケージ構成ユーティリティの追加

 COBOL 言語の拡張

 パフォーマンスの向上

 COBOL コンパイラ指令の追加 / オプションの追加

 コンソールサイズの拡張 / コード抽出機能の拡張

 データベースアクセスの強化

 データファイルツールの拡張

 Interface Mapping Toolkit (IMTK) 機能の強化

 Micro Focus Unit Testing Framework の強化

 デバッグ機能の強化

 Eclipse IDE の強化

 Visual Studio IDE の強化

 Eclipse / Visual Studio サポートバージョン
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 実行環境機能の強化

 インスタンス定義のインポート/エクスポート機能拡張

 ファイルハンドリング機能の強化

 Enterprise Server Common Web Administration (ESCWA) の強化

 スケールアウト パフォーマンス/可用性クラスターの強化：早期導入機能

 Enterprise Developer/Server 固有機能の拡張

 データベース ファイル ハンドラ (MFDBFH) 機能の強化

 IMS サポートの拡張

 JCL サポートの拡張

 PL/I サポートの拡張

 CICS サポートの拡張：テクニカルプレビュー機能

 対応プラットフォームとデータベース

3

主な新機能、強化機能一覧

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.



開発環境機能の強化
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 .NET Core 3.1 を正式サポート

長期サポート (LTS) の .NET Core 3.1 プラットフォーム上で、

COBOL 資産を活用することができるようになりました。

.NET Core ADO プロバイダを利用することで、次のデータベースと

連携するアプリケーションを開発できます。

 DB2

 MySQL

 Oracle

Visual Studio開発環境機能の強化

注意）
Visual Studio 2017 は .NET Core 3.1 をサポートしていないため、
Visual Studio 2019 Version 16.4.4 以上が必要です。

 PostgreSQL

 SQL Server

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.

目次へ
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パッケージ構成ユーティリティの追加

Windows では COBOL 機能との依存関係があることから、製品セット

アップツールにより Microsoft Build Tool と Windows SDK パッケー

ジが製品と同時にインストールされるようになりました。

構成ユーティリティを使用して、COBOL環境で使用されているパッ

ケージのバージョンを表示したり、インストールされたパッケージの他

バージョンを使用するように環境を設定することができます。

Eclipse Visual Studio開発環境機能の強化

ユーティリティ例）Windows 10 SDK のバージョン 10.0.17134.0 を使用するように COBOL 環境を更新

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.
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 COBOL 言語の拡張 (1/3)

 IBM Enterprise COBOL 6.2 互換性の強化

 新しい組み込み関数がサポートされました。

BIT-OF, BIT-TO-CHAR, BYTE-LENGTH, HEX-OF, HEX-TO-CHAR,

NUMVAL-F, TEST-NUMVAL, TEST-NUMVAL-C, TEST-NUMVAL-F, TRIM

 次の組み込み関数が National データをサポートするようになりました。

REVERSE, ULENGTH, UPOS, USUBSTR, USUPPLEMENTARY, UVALID, 

UWIDTH

開発環境機能の強化 Eclipse Visual Studio

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.
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 COBOL 言語の拡張 (2/3)

 IBM Enterprise COBOL 6.2 互換性の強化

ALLOCATE ステートメントに LOC 句が追加されました。メモリが 16 MB 境

界の上位または下位に割り当てられるかを定義することができます。

 CONSTANT 修飾子の追加

定数項目を作成する機能がネイティブ COBOL へ追加されました。コードの

読みやすさと使いやすさが向上し、プログラミングエラーの検出に役立ちます。

 ローカル変数宣言の強化：ネイティブ COBOL のみ

マネージ COBOL では可能な

PROCEDURE DIVISION 内

インラインのデータ項目宣言が可能になりました。

開発環境機能の強化 Eclipse Visual Studio

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.
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 COBOL 言語の拡張 (3/3)

 UTF-8 文字データ型の拡張：ネイティブ COBOL のみ

IBM Enterprise COBOL バージョン 6.3 から導入された PIC U データ型が

サポートされました。

 パフォーマンスの向上

最適化レベル opt(4) を指定して生成されるネイティブ COBOL のパフォー

マンス、および PERFORM 範囲構文をインラインで配置しているコードのパ

フォーマンスの向上が確認されています。とくに 32 ビット Intel x86 プ

ラットフォームでパフォーマンスが向上しています。

開発環境機能の強化 Eclipse Visual Studio

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.
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 COBOL コンパイラ指令の追加

 DISPLAY-AT

色属性を指定しない DISPLAY AT および ACCEPT AT ステートメントのデ

フォルトの前景色と背景色が指定可能になりました。

 DPC-IN-DATA

DECIMAL-POINT IS COMMA 句を XML GENERATE および JSON 

GENERATE ステートメント出力時に適用するか制御可能になりました。

 ILCONDITIONPARAM：JVM COBOL, .NET COBOL のみ

メソッドパラメータとしての条件式のサポートを有効にします。デフォルト

はオンです。古い COBOL 構文を使用してカスタム属性に名前付きパラメー

ターを指定するアプリケーションは指定できません。

開発環境機能の強化 Eclipse Visual Studio

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.
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 COBOL コンパイラ指令オプションの追加

 CHECKREFMOD：JVM COBOL, .NET COBOL のみ

参照変更の境界チェックをオンにする指令に NOZEROLENGTH オプションが

追加されました。コンパイル時に長さがゼロであることが判明している場合は、

エラーとなります。

 PROTOTYPE

COMP, BINARY, COMP-4, COMP-5 および COMP-X データ項目の呼び出しプ

ロトタイプのチェック方法を指定する指令に、プロトタイプが必要かどうかを

指定するオプションおよびプロトタイプの不一致に対して発行されるエラー

メッセージの重大度が指定可能になりました。

開発環境機能の強化 Eclipse Visual Studio

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.

目次へ



 コンソールサイズの拡張：ネイティブ COBOL のみ

Screen Section で使用するコンソールサイズが最大 255 行、255 列に拡張

されました。実行時チューナー (COBCONFIG) へ screen_lines, 

screen_cols を指定することにより実現します。

 コード抽出機能の拡張

 プログラムコードの抽出

COBOL プログラムのロジックを抽出して新しいプログラムやコピー句に移動す

るためのコマンドが、エディターのコンテキストメニューから利用可能になりま

した。Eclipse ではリファクタリングメニューからも利用することができます。
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開発環境機能の強化 Eclipse Visual Studio

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.

Eclipse）
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 データベースアクセスの強化 (1/2)

 HCO for DB2 LUW の強化

複数行のフェッチ (MRF) および挿入 (MRI) ステートメントと配列の更新と削

除ステートメントが追加されました。DB2 LUW バージョン 11.1 Mod 4 

フィックスパック以降でサポートされます。

 XA スイッチモジュール拡張：Windows のみ

Vault 指定で機密情報を保存できるようになりました。製品にはカスタマイズ

可能なプログラム ESXAEXTCFG.CBL が含まれおり、これを使用して xa-

open 文字列をシークレットとして保存することができます。

開発環境機能の強化 Eclipse Visual Studio

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.
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 データベースアクセスの強化 (2/2)

 OpenESQL の強化

.NET Core 3.1 と OpenESQL 指令である DBMAN=ADO を使用した「コン

ソールアプリケーション」および「クラスライブラリ」に COBOL .NET Core 

プロジェクトテンプレートが追加されました。

開発環境機能の強化 Visual Studio

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.
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 データファイルツールの拡張 (1/3)

 DBCS のサポートの追加

DBCS データのメンテナンスが可能になりました。

EBCDIC 文字コードデータの X 項目に入力する DBCS データにはシフトイン

とシフトアウト文字が自動的に挿入されます。

開発環境機能の強化 Eclipse Visual Studio

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.

目次へ
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 データファイルツールの拡張 (2/3)

 Enterprise Server インスタンスとの連携

JES 機能のカタログファイルと接続し、レコードフォーマットを適用して

DBCS データを含むデータメンテナンスを実施することができます。

開発環境機能の強化 Eclipse Visual Studio

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.

目次へ
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 データファイルツールの拡張 (3/3)

 ファイル操作

 DBCS データを含むファイルを、排他または共有モードでオープンすること

ができます。

 デバッグ実行ファイルから DBCS 項目を含むレコードレイアウトを作成す

ることができます。

開発環境機能の強化 Eclipse Visual Studio

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.

目次へ
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 Interface Mapping Toolkit (IMTK) 機能の強化 (1/2)

 RESTful サービスのフィルタリング機能

 URL パスやクエリパラメータを利用して、サービス応答結果の絞り込みが行

えるようになりました。

下記の例では、fuelType が gasoline の結果を戻します。

 サービスの応答結果から取得項目を制限する機能が追加されました。

下記の例では、応答結果には stocknumber, price 以外の項目は戻されません。

開発環境機能の強化 Eclipse Visual Studio

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.

URL パスの例）
http://localhost:9003/temppath/CarTracker/1.0/cars?$fields=stocknumber,price

URL パスの例）
http://localhost:9003/temppath/CarTracker/1.0/cars?doors=2&fuelType=gasoline

目次へ
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 Interface Mapping Toolkit (IMTK) 機能の強化 (2/2)

 Open API の対応

Open API 3.0, Swagger 2.0 仕様に対応し、定義ファイルからテストクライ

アントの生成や、サービスディプロイ時にサービス定義ファイルが出力され

るようになりました。

 REST API Discovery の対応

ディプロイされたサービス API 情報を参照する

API Discovery に対応しました。

開発環境機能の強化 Eclipse Visual Studio

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.

URL パスの例）
http://localhost:9003/temppath/CarTracker/1.0  

目次へ



 Micro Focus Unit Testing Framework の強化

 データドリブンテストの拡張

 テストデータ (csv) 形式にテストデータ毎の説明文を外部ファイル指定で定

義、参照できるようになりました。

 データドリブンテスト用のテスト前処理 (MFUDS_testcasename)、後処理

(MFUDE_testcasename) が追加されました。

 単体テスト対象モジュールの追加

実行モジュールを利用して単体テストを実行できるようになりました。
20

開発環境機能の強化 Eclipse Visual Studio
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 デバッグ機能の強化 (1/3)

 計算や組み込み関数をサポート

Eclipse では 式ビュー、Visual Studio ではウォッチウィンドウにて、計算や

変数を参照する組み込み関数の呼び出しをサポートしました。

 デバッグプロファイル機能の追加

複数のデバッグ設定をプロファイルとして保存し、プロファイルを利用したデ

バッグ実行が可能になりました。

Eclipse Visual Studio

開発環境機能の強化

Visual Studio

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.
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 デバッグ機能の強化 (2/3)

 コンテキストメニューの拡張

JVM COBOL プロジェクトでブレークポイント プロパティ（ブレークポイント

の設定）画面への移動がコンテキストメニューから行えるようになりました。

ヒット数による一時停止条件指定や、トリガーポイント設定が行えます。

Eclipse

開発環境機能の強化

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.
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 デバッグ機能の強化 (3/3)

 デバッグオプションの追加

ネイティブ COBOL プログラムのエントリ時点でデバッグの一時停止を抑止す

るオプションが追加されました。

開発環境機能の強化

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.

Visual Studio

目次へ
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 Eclipse IDE の強化 (1/3)

 Maven プロジェクト形式のサポート

JVM COBOL / JVM COBOL ユニットテストプロジェクトが Maven プロジェ

クト形式をサポートしました。Maven プロジェクトを利用することで、プロ

ジェクト管理を容易に行えるようになります。

既存プロジェクトから Maven プロジェクトへの変換も可能です。

Eclipse開発環境機能の強化

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.

目次へ
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 Eclipse IDE の強化 (2/3)

 COBOL ビルド設定サマリー表示機能の強化

ビルド設定表示時に上位レベルから継承した設定値と、個別設定した設定値を

区別できるようになりました。

 参照先コピーブックのパス表示

COPY 句にカーソルを合わせることで、参照しているコピーブックへのパスが

表示されるようになりました。

 Eclipse IDE の ダークテーマに対応

外観にダークテーマを選択して COBOL 開発が行えます。

Eclipse開発環境機能の強化

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.
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 Eclipse IDE の強化 (3/3)

 COBOL エディター上の折りたたみ機能の強化

IF, EVALUATE, PERFORM 句単位でコードの折りたたみが可能になりました。

 ビルド後のディプロイ設定を追加

ビルドにより生成されたモジュールを

指定フォルダへコピーする設定が

追加されました。アーカイブファイル

を作成するフォルダなどへコピーが

自動で行えます。

Eclipse開発環境機能の強化

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.
目次へ
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 Visual Studio IDE の強化 (1/2)

 コードレンズに対応

COBOL エディター上でクラス、段落、節の参照数の表示に加え、単体テストで

はテスト実行指示と結果が表示されるようになりました。

 END 動詞のツールチップに開始文を表示

END-IF, END-PERFORM, END-OF-STATEMENTの

ツールチップで開始文が表示されるようになりました。

開発環境機能の強化 Visual Studio

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.
目次へ
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 Visual Studio IDE の強化 (2/2)

 コードスタイル設定を整理

コードスタイル設定を容易に行えるよう、

新たなカテゴリに集約しました。

 電球アイコンの追加

スコープの終了文（END-IFなど）を

挿入したり、セクションを新しい

プログラムに抽出するクイックアクションが使用できるようになりました。

 コピーブックプロパティに完全パスを表示

コピーブックファイルのプロパティウィンドウに、

ファイル名に加え、完全パスが表示されるように

なりました。

開発環境機能の強化 Visual Studio

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.
目次へ
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開発環境機能の強化

 Eclipse 4.8 (Photon) 64ビットがデフォルトインストール

 Eclipse 4.8（Photon）

製品に同梱されています。

 Eclipse 4.7（Oxygen）

サポートされています。

 Visual Studio 2017, 2019 をサポート

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.

・Eclipse を実行するには 64 ビットの Java 8 が必要です。
・Adopt OpenJDK 8 (u202) と Hotspot がインストールされます。
・Java 11 で Eclipse は実行できません。

Eclipse Visual Studio

.NET Core 3.1 を使用する場合は Visual Studio 2019 
Version 16.4.4 以上が必要です。 目次へ



実行環境機能の強化
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 インスタンス定義のインポート/エクスポート機能拡張

 casesxml ユーティリティの追加

エンタープライズサーバーインスタンスの定義を xml ファイルにイン

ポートおよびエクスポートできるようになりました。インスタンス領域

の構造化定義、CICSリソース定義ファイル、およびカタログ情報を含む

xml ファイルを扱うことができます。

【 カタログ情報 】

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.

実行環境機能の強化

目次へ



 ファイルハンドリング機能の強化

 mfsecretsadmin ユーティリティの追加

Fileshare 機能のパスワードファイルを Vault 指定で保存できるようになり、

機密性の高いユーザー資格情報が暗号化されるようになりました。通常の

方法でパスワードファイルを作成し、mfsecretsadmin ユーティリティを

使用してアップロードします。

Vault 指定で保存されているファイルを使用するには、/ uv オプションを

使用して Fileshare サーバーを起動します。

32
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実行環境機能の強化

目次へ
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 Enterprise Server Common Web Administration (ESCWA)(1/2)

 新たな Enterprise Server 管理画面のリリース

既存管理画面と同等に各インスタンスに IMS、PL/I、MQ、XA設定やセキュリ

ティの設定が利用可能になりました。

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.

実行環境機能の強化

目次へ
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 Enterprise Server Common Web Administration (ESCWA)(2/2)

 操作性の向上

Directory server の色分けや、ナビゲーションツリーからインスタンスを開始、

停止することができるなど、操作性が向上しました。

【最低限必要なブラウザバージョン】
・Microsoft Edge (version 80) ・Firefox (version 68)
・Google Chrome (version 80) ・Opera (version 67)
・Internet Explorer (IE) はサポートされていません。
【プラットフォーム】
・HP-UX はサポートされていません。

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.

実行環境機能の強化

目次へ
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 スケールアウト パフォーマンス/可用性クラスターの強化 (1/2)

(Performance and Availability Clusters (PAC))

PAC は複数のエンタープライズサーバーインスタンスが連携して動作し、スケー

リングと可用性を向上させるように設計されており、そのアーキテクチャにより、

障害（single points of failure (SPOF)）を最小限に抑えることができる機能です。

EAP：早期導入機能

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.

実行環境機能の強化

目次へ
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 スケールアウト パフォーマンス/可用性クラスターの強化 (2/2)

(Performance and Availability Clusters (PAC))

 強化と改善

 Redis のサポート

SOR として利用することができます。

また、MFREDIS 構成ファイルにより、

ネットワーク再接続の指定が可能になりました。

 Kubernetes のサポート：Linux のみ

Kubernetes クラスターで実行されている場合、クラスター内で MFDS をホス

トしている Pod を自動的に検出し、ESCWA ユーザーインターフェースに表示

するよう設定可能になりました。

開発環境製品に同梱されている Windows 
バージョンの Redis は、開発用のテスト
使用を目的としています。

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.

実行環境機能の強化

EAP：早期導入機能

目次へ
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固有機能の拡張
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Enterprise Developer/Server 
固有機能の拡張

 データベース ファイル ハンドラ (MFDBFH) 機能の強化 (1/2)

CICS および JCL アプリケーションがファイルをデータベースに格納できる

MFDBFH 機能で、既存の Microsoft SQL Server, PostgreSQL に加えて DB2 

と Microsoft Azure データベースが利用できるようになりました。
【 Windows 】【 Linux/UNIX 】

Microsoft SQL Server 2017 の最小要件でもある、Red Hat 
Linux 7.3 または 7.4 x86-64 と SUSE v12 SP2 x86-64 で
サポートされます。

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.

Eclipse Visual Studio

目次へ
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 データベース ファイル ハンドラ (MFDBFH) 機能の強化 (2/2)

 順編成ファイル、行順編成ファイル、OUTPUT オープンされた

ESDS/KSDS/RRDSファイルの I-O を最適化します。

 ODBC DSN を使用する代わりに、接続文字列を使用してデータベース接続を

確立できます。

 スクリプトファイルを使用してデータベースを

作成できます。

 dbfhconfig コマンドを使用してデータベース

構成ファイルを管理できます。

JES タブ設定値の例）

【 commands.txt の内容例 】
-add -file:my.cfg -server:MYSRV -provider:ss -comment:"SQL Server server"
-add -file:my.cfg -server:MYSRV -dsn:SS.MASTER -type:database -name:master
-add -file:my.cfg -server:MYSRV -dsn:SS.FILES -type:datastore -name:FILES
-add -file:my.cfg -server:MYSRV -dsn:SS.CAS.ESDEMO -type:region -name:ESDEMO
【 実行コマンド 】
dbfhconfig @commands.txt © 2020 Micro Focus. All rights reserved.
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 IMS サポートの拡張 (1/3)

 メッセージキューへのアクセスサポート（BMP）

バッチメッセージ処理プログラム (BMP) は、既存のバッチタイプ処理およ

びデータアクセス機能に加えて、入出力を目的とした IMS メッセージ

キューへのアクセスを、JCL から実行することが可能になりました。

 コマンドの強化

/START TRAN ALL, /DISPLAY Q TRAN, /DISPLAY STATUS TRAN

コマンドが追加されました。
© 2020 Micro Focus. All rights reserved.
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 IMS サポートの拡張 (2/3)

 IMS データベース制御コマンドの強化

アクティブなトランザクションへの SUSPEND コマンドをサポートします。

新しい作業単位 (UOW) の要求をブロックし、アクティブな UOW を完了さ

せて一時停止します。これにより、ログのアーカイブなど、管理タスクのサ

ポートが可能になります。

 IMS BTSトレースの改善

アクティブな SSTM およびバッチジョブからも表示できるようになりました。

これにより、トレース出力を表示するためにジョブステップを完了させる必

要や MPR を停止する必要がなくなりました。

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.
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 IMS サポートの拡張 (3/3)

 ユーザー DB ハンドラー出口の拡張

全機能データベースで使用可能だった出口が GSAM データベースでも使用

できるようになりました。これによりデータベースの DB カタログ情報を

プログラムで制御できます。製品には出口の作成を支援するためにテンプ

レートファイル USERDB.CBL と説明テキストファイル USERDB.TXT が

含まれています。

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.
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 JCL サポートの拡張

 プリンター出口の拡張

2 つの新しいエントリにより拡張情報を取得できるようになりました。

(ws)-extended-output には拡張出力データのバージョンが（現在は 1 に

設定）設定され、(ws)-extended-data にはポインターが設定されます。

このポインターが null の場合、拡張データがないことを意味します。製品

には出口サンプルプログラムの sampprnx.cbl が含まれています。

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.
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 PL/I サポートの拡張 (1/2)

 サポート項目の追加

 ENTRY 宣言の GENERIC 属性サポート

 GET ステートメントの COPY オプションサポート

 ENTRY LIMITED 変数への ENTRY 割り当てサポート

 INONLY 属性サポート

 WHEN または OTHERWISE のない SELECT 構文のサポート

 中間演算の FIXED DECIMAL 精度を指定できる

新しいコンパイルオプションのサポート

 要素名に * を含む構造体に

LIKE を使用する機能のサポート
44
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 PL/I サポートの拡張 (2/2)

 組み込み関数の拡張

 FIXEDDEC および FIXEDBIN 機能の追加

 構造体への TRIM 関数の使用をサポート

 IO 機能の拡張

 FILEREAD, FILEWRITE, FILETELL, FILESEEK ステートメントを介し

た PL/I バイトストリームの IO サポート

 デバッグ機能の拡張

 Solaris（SPARC）11.4 以降を使用したデバッグのサポート

 PLIDUMP ： STATIC 変数の情報を生成し、HEAP データストレージを

表示

Eclipse Visual Studio

Eclipse

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.
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 CICS サポートの拡張

 CICS PCT リソースの表示

Visual Studio 内から CICS PCT リソースを表示できるようになりました。

サーバーエクスプローラーのエンタープライズサーバーから、コンテキスト

メニューの [CICSリソースの表示] を選択して表示することができます。

Visual Studioテクニカルプレビュー機能

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.
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対応プラットフォームとデータベース



 Microsoft Windows (x86-64)

 Windows 8.1, 10 (*1)

 Windows Server 2012 R2

 Windows Server 2016, 2019

 Windows Server 2012 (*2)

48

対応プラットフォーム (1/3) 

*1) 
32 ビット Windows の場合は一部のコンポーネントがインストールされません。
詳細については製品マニュアルの「既知の問題と制限事項」をご参照ください。
なお、64 ビット Windows の場合は 32 / 64 ビットのアプリケーションが開発
できます。

*2) 
COBOL Server, COBOL Server for SOA のみ対応しています。

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.
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 RHEL (x86-64)

 Red Hat Enterprise Linux 6.x, 7.x, 8.x

 Oracle Linux 6.x, 7.x, 8.x 

(Unbreakable Enterprise Kernel, Red Hat Compatible Kernel)

 RHEL (390)

 Red Hat Enterprise Linux  6.x, 7.x

 CentOS (x86-64)

 CentOS 7.x, 8.x 

49

対応プラットフォーム (2/3)

8 以降では OCI コンテナの Podman をサポートしています。

© 2020 Micro Focus. All rights reserved.
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 SLES (x86-64), SLES (390)

 SUSE Enterprise Linux Server 12, 15

 IBM AIX (POWER)

 AIX 7.1, 7.2

 HP-UX (Itanium)

 HP-UX 11iv3 (11.31)

 Solaris (SPARC)

 Solaris 11

 Solaris (x86-64)：Enterprise Developer/Server は除く

 Solaris 11
50

対応プラットフォーム (3/3)
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 Oracle

 18c, 19c

 Microsoft SQL Server

 2014, 2016, 2017, 2019

 IBM DB2

 10.5, 11.1, 11.5

 PostgreSQL 10.x (x は 5 以降), 11.x

 MySQL 5.7
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対応データベース

対応 Java バージョン
 Oracle Java 8 / Adopt OpenJDK 8 (32 or 64-bit)

 Oracle Java 11 (64-bit) / Adopt OpenJDK 11 (64-bit）
Java11 で Eclipse は実行できません。
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 Tomcat 9.0.x

 JBOSS EAP 7.1.x (JCA利用時: x は 4 以降)

7.2.x

 Oracle WebLogic 12.2.1

 IBM WebSphere 9.0

WebSphere Liberty 19.0.0.x 

(JVM COBOL利用時: x は 12 以降）
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対応 Java Application Servers

対応 Middleware

 IBM's MQ series

 8.0, 9.0, 9.1

記載した対応情報は代表例となります。
個別対応の例もございますので、対応状況については別途お問合せください。
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